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進化するしもすわ町の動き
町に元気を！実力発揮の活躍を披露町に元気を！実力発揮の活躍を披露
～高校総体弓道女子個人・全日本中学選手権競漕大会～

向
陽
高 

熊
田
さ
ん 

見
事
全
国
３
位
に

下
中 

小
口
く
ん
・ 

高
橋
さ
ん 

堂
々
入
賞

地
元
の
中
・
高
校
生
が
健
闘
！
夏
の
中
高
生
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
『
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
』
と
『
全

日
本
中
学
選
手
権
競
漕
大
会
』
の
弓
道
・
ボ
ー
ト
競
技
で

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
、
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
活
躍
が
光
り
ま
し
た
。

高
校
総
体
弓
道
女
子
個
人

　

七
月
二
十
八
日
開
幕
し

た
全
国
高
校
総
体
（
美
ら

島
沖
縄
総
体
）
の
弓
道
女

子
個
人
戦
に
出
場
し
た
下

諏
訪
向
陽
高
校
三
年
生
の

熊
田
ゆ
い
さ
ん
が
見
事
三

位
に
入
賞
。
熊
田
さ
ん
は

予
選
、
準
決
勝
を
い
ず
れ

も
全
射
で
突
破
し
、
決
勝

で
は
「
射
詰
め
（
的
を
外

し
た
選
手
が
脱
落
す
る
方

式
）
」
で
見
事
に
４
射
ま

で
的
中
、
堂
々
の
全
国
三

位
入
賞
と
い
う
偉
業
を
達

成
。
同
校
女
子
個
人
の
歴

代
最
高
成
績
九
位
を
塗
り

替
え
ま
し
た
。

中
学
校
ボ
ー
ト
全
国
大
会

　

七
月
二
十
四
・
二
十
五
日

の
両
日
、
岐
阜
県
海
津
市
長

良
川
国
際
レ
ガ
ッ
タ
コ
ー
ス

で
開
催
さ
れ
た
「
第
三
十
回

全
日
本
中
学
選
手
権
競
漕
大

会
」に
出
場
し
た
下
中
ボ
ー

ト
部
の
選
手
二
人
が
見
事
入

賞
し
ま
し
た
。
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
カ
ル
で
は
三
年
生
の
小

口
一
誠
君
が
七
位
に
、
同
女

子
で
は
二
年
生
の
高
橋
沙
恵

さ
ん
が
三
位
と
堂
々
の
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。
ボ
ー
ト

の
ま
ち
を
標
榜
す
る
町
の
心

強
い
後
進
の
皆
さ
ん
が
着
実

に
力
を
付
け
て
い
る
こ
と
を

立
証
し
ま
し
た
。

宝くじの助成金で整備しました宝くじの助成金で整備しました
～第２・９区が助成事業を活用～ 　

第
二
区
（
宮
崎
勝
博
区
長
）
及
び
第
九
区
（
平
林
國

夫
区
長
）
で
は
、
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成

二
十
二
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
、
区
の
備
品
整
備
や
事

務
・
会
議
の
効
率
性
を
高
め
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

各
種
事
務
機
器
類
を
購
入
し
、
公
会
所
等
に
配
備
し
ま

し
た
。

●
第
二
区

〈
事
業
内
容
〉
リ
ソ
グ
ラ
フ
、
カ
ラ
ー
複
写
機
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
購
入

〈
事
業
費
総
額
〉
約
百
九
万
円（
う
ち
助
成
額
百
万
円
）

●
第
九
区

〈
事
業
内
容
〉
カ
ラ
ー
複
写
機
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

プ
リ
ン
タ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
購
入

〈
事
業
費
総
額
〉
約
百
一
万
円（
う
ち
助
成
額
百
万
円
）

※

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
企
画
係　

内
線
二
五
八

リ
ソ
グ
ラ
フ
な
ど
事
務
機
器
を
購
入
！

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
費
と
し

て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第２区が購入した
事務機器類

国民健康保険 保険証の更新について 第９区が購入した
事務機器類

　

下
諏
訪
町
消
防

団
協
力
事
業
所
表

示
制
度
に
基
づ
く

認
定
証
交
付
式
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、

訓
練
会
場
や
災
害

時
の
資
機
材
の
提
供
な
ど
、
消
防
団
活
動
に
協

力
す
る
町
内
六
事
業
所
を
新
た
に
認
定
し
ま
し

た
。

　

こ
の
制
度
は
事
業
所
の
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
を
社
会
貢
献
と
し
て
認
め
、
事
業
所
の
社
会

的
信
頼
性
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
消

防
団
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
ひ
い

て
は
地
域
の
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
の
認
定
事
業
所
数
は
、
昨
年
度
の
五
事

業
所
と
合
わ
せ
、
十
一
事
業
所
と
な
り
ま
し
た
。

青
地
に
赤
い
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
記
し
た
表
示
証
は
、

各
事
業
所
の
出
入
り
口
な
ど
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
認
定
を
受
け
た
事
業
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。
・
荻
原
製
作
所
（
西
鷹
野
町
）
・
丸
西

ク
レ
ー
ン
（
同
）
・
六
協
（
広
瀬
町
）
・
庫
昌

土
建
（
社
）
・
サ
ン
ワ
工
務
店
（
中
汐
町
）
・

井
上
興
業
（
東
町
上
）

　

な
お
、
消
防
団
協
力
事
業
所
に
認
定
さ
れ
た

場
合
に
は
、
資
本
金
額
等
（
三
千
万
円
未
満
）

一
定
の
要
件
を
満
た
す
事
業
所
に
は
県
税
の
減

税
や
入
札
点
数
の
加
算
な
ど
の
優
遇
制
度
も
あ

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

下
諏
訪
消
防
署　

☎
二
八―

〇
一
一
九

６
事
業
所
に
認
定
証
を
交
付

〜
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
〜

　10月１日から有効となる保険証を、国民健康保険は加
入者の皆さんにお送りしました。記載事項のご確認をお
願いします。原則として世帯主宛に世帯全員分をお送り
しています。他の保険に加入された方は、国民健康保険
の喪失手続きを行ってください。

◇日本臓器移植ネットワーク
http://www.jotnw.or.jp/index.html
※問い合わせ先　住民環境課 国保年金係（内線137）

　臓器移植法の改正により、自分の臓器を死亡後に提供
する意思の有無を運転免許証や医療保険者証等に記載で
きることとなりました。意思表示は任意ですが、表示さ
れる方はご家族とよく話し合ってください。

●一般･･･「フジ色」　　●退職･･･「黄色」
（保険証裏面）➡「臓器提供の意思表示欄」が設けられました！

意思表示欄（見本）
※以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
記入する場合は、１から３までのいずれかの番号を○で囲んでください。

１．私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。
２．私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
３．私は、臓器提供をしません。
《１又は２を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》
　　　　　　　　　　　　　　　【心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球】
（特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　署名年月日　　　　年　　　月　　　日
　　本人署名（自筆）：　　　　　　　　家族署名（自筆）：

こんなとき、
ご利用ください

秋の行政相談週間 実施されます！
　行政相談とは、国の行政に関する苦情や意見・要望など
を国民の皆さんからお聴きし、公正・中立の立場から関係
機関に必要なあっせんを行い、その解決や実現の促進を図
るとともに、行政の制度や運営の改善を図る制度です。総
務省が実施し、年間を通じて全国の相談窓口（町行政相談
委員）で受け付けていますが、春と秋に行われる「行政相
談週間」には各種行事を重点的に行っています。

苦
情
や
意
見
の
声
を

行
政
制
度・運
営
の

改
善
に
反
映
！

こんな思いをしたことはありませんか～
～行政の仕事や手続き・サービスに対し、

■苦情や困っていることがある
■相談してみたが、説明・処理に納得がいかない
■制度や仕組みが分からない
■どこに相談したらいいか分からない

●と　き　10月12日（火）午後１時～３時
●ところ　町庁舎 第１会議室（２階）

※当日都合の悪い方は、下記へご相談ください。
◇総務省長野行政評価事務所    ☎026-235-5566
◇行政苦情110番全国統一番号  ☎0570-090110

〈秋の行政相談日〉

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
応
じ
ま
す

　

行
政
相
談
委
員
制
度
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
相
談
委
員
が
、
国
な
ど
の
役
所
が
行
う
仕
事
に
対

す
る
苦
情
や
要
望
を
皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
、
解
決
の

促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

　

当
町
で
は
、
志

村
美
津
子
委
員
が

苦
情
や
要
望
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
相
談
日
以

外
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

〈問い合わせ先〉
　　住民環境課生活環境係
　　☎27-1111 内線143

土地家屋調査士土地家屋調査士

　土地家屋調査士制度制定60周年を記念し、「全国一
斉表示登記無料相談会」（諏訪支部会場）が開設され
ます。土地建物に関するトラブルなどお気軽にご相談
ください。
【期日】平成22年10月９日（土）
【時間】受付　午前10 時～午後４時
　　　　　　　　（相談時間１件30分）
【相談内容】① 土地の境界に関するトラブル
　　　　　　②土地建物に関する登記等の係ること
【会場】
・岡谷市　「イルフプラザ」３Fカルチャーセンター
・茅野市　「茅野市民会館」２Fアトリエ
・下諏訪町　「下諏訪商工会議所」２F第１会議室
【その他】当日は混雑も予想されますので、予めご予
約いただきお越しください。
【ご予約・問い合わせ先】
長野県土地家屋調査士会事務局　☎026-232-4566
※受付時間　午前10時から午後３時まで
　　　　　　　（昼休み時間を除く）

全国一斉表示登記
　　　　 無料相談所
全国一斉表示登記
　　　　 無料相談所～お気軽にご相談ください～

●期間　10月18日（月）～24日（日）

喜びの小口君（右）と高橋さん

見事三位入賞の熊田さん


